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講演の概要

1. 農業ロボット利用の現状

2. 農業ロボットに期待されていること

3. 農業ロボットの基本的なしくみ

4. 事故を起こさないための工夫

5. 農作業のどこで事故が起きているのか？

6. ロボットで対策が可能か？

7. コストと見合うか？

8. 農業ロボットの今後と事故防止
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農業ロボット利用の現状1

• 2017年からわが国ではフルオートのロボットトラクタ
の市販が開始された。2018年には各社から本格的に販
売が始まる。

• まずは人の監視下での自動作業を実施。
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ロボットトラクタによる耕うん作業

• オペレータとの協調作業（オペレータは自分も運転し
つつ、ロボットを監視）

動画は開発段階のもので、市販品ではありません
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農業ロボット利用の現状2
• 世の中的には自動操舵が主流

• 自動操舵は操舵機能だけトラクタにお任せで、あとは
人がやるイメージ

• トラクタ、田植機での利用

GPSアンテナ

操舵モータ内蔵ステアリング

ガイダンスモニタ

ジャイロセンサ

モータ内蔵
ステアリング

GNSS 受信機
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自動操舵の利用（水稲乾田直播）
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自動操舵の利用（水稲移植）
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農業ロボットに期待されていること

• 省力化

• 軽労化

• 高能率化

• オペレータごとの差を生まない

• 低踏圧

農作業事故防止を目的にしているわけではない

ただし、フルオートのロボットでは事故を防ぐため、さま
ざまなセンサが付加されている
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農業ロボットの基本的な仕組み

• GNSSで自分の位置を把握

• ジャイロセンサや方位センサで進行方向を把握

• 傾斜センサで傾きを補正

• コンピュータで計算して最適経路に乗るように操舵制御。
また位置に応じて作業機の制御を実施

測位衛星

PC
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農業ロボットの危険性

• そもそも農業機械は動いているときに外部から人の手
で止めることができず、人が乗ってない場合に何か
あったときにはさらに止めることが困難になる

• 本質的には危険なものという理解で、その上でどうす
るか、ということでさまざまなセンサを付加してでき
るだけ危険を回避するという考え方。

？

ピーピー
転倒警告、
停止
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事故を起こさないための工夫

• ほ場から逸脱しないよう位置情報を元に警告、停止

• 転倒しないようにある程度の傾斜になったら停止

• オペレータが持っているリモコンの電波が届かなく
なったら停止

• 何か障害物を検出したら停止

• オペレータ（監視者）がボタンを押したら停止 など

ただし、作業に支障があるほど頻繁に停止していたので
は作業にならないので、兼ね合いが難しい
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ほ場逸脱の警告の例
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障害物センサの例
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農作業のどこで事故が起きているのか？

• 農林水産省「平成28 年に発生した農作業死亡事故の
概要」によると、28年度は312件が発生

• うち農業機械に関わる事故は217件

• 機種別では、「乗用型トラクター」による事故が最も
多く、87 件。うち「機械の転落・転倒」が53 件（ほ
場等27件、道路26件）。ひかれ6件となっている。

• コンバインでも「機械の転落・転倒」が5 件（ほ場等
2件、道路3件）となっている。



農林水産省「平成28 年に発生した農作業死亡事故の概要」より
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ロボットで対策が可能か？

• 道路を自動走行させるのは自動車の自動運転の自動化
を待つ必要があるが、せめてほ場内の事故は防げない
か。

• 乗っていなければ機械の転落・転倒による犠牲になら
ずに済むのではないか。

• ひかれについても、センサがあれば機械を止めること
ができるのではないか。

• センサの付加によりいろいろな障害物や転倒などの限
界の見える化（聞こえる化）するとともに停止させる
ことは可能。

• ただし、既存の機械への後付はコスト的に困難（その
ようなことを前提に機械を製造していないため）
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コストと見合うのか？

• 自動車で使われる超音波センサなどは1個数十円。

• 農業機械では自動車ほど量産効果が見込めないため、
農業機械分野だけでコストに合うものを作るのは困難。

• 自動車の自動運転が広がれば各種センサの値段は（た
とえレーザーでも）劇的に低下。

• 最近の農業機械（特にトラクタ）はネットワーク化が
進んでおり、かつてに比べれば組み込み（追加）は容
易なはず。

• 最初から組み込まれていれば（あるいは後付が想定さ
れていれば）、センサの導入コストは相当下がる。
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車載ネットワークへのセンサ付加

• すべてひとつのコンピュータにセンサを接続していた
時代から、分散型に。

CAN bus ECU ECU

ECU

ECU ECU

RTK-GPS IMU

Main computer

Steering Transmission

Attachment

ECU

Safety
sensor

ECU : Equipment Control Unit



ただし、便利になると新たな問題が

• たとえば自動操舵が可能になって、慣れてくると前方
を注視しなくなる



農業ロボットの今後と事故防止

• すでに市販を始めているメーカーもあるが、各農機メー
カーが農作業ロボットの市販化を掲げており、GNSSを利
用した有人-ロボット協調作業がまず本格化。

• 一部メーカーはほ場間移動の自動化にも言及しており、
自動車業界の自動運転進展とあわせて実現する可能性が
ある。

• ロボット化では安全のためのセンサの付加が不可欠なこ
とから、これが農作業事故防止につながる可能性がある。

• GNSS受信機の低価格化に伴い、フルオートから自動操舵、
ガイダンスなど多様な場面でのGNSS利用が進むため、こ
れらの情報も事故防止に利用できるようになる。
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